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腰椎圧迫骨折加療後、コグニサイズ参加により
ADL、IADLと介護度の改善につながった事例



◎法人紹介
浜松市内4地区（鴨江・板屋・半  ・都 ）と、湖 市太 で、
生活保護施設や特別養護老人ホーム、デイサービスセンターや居宅
介護支援サービスを備えた複合施設などの８施設を運営しています。



◎事例紹介

• 80歳代 女性 要介護３

• 自宅の階段で転倒し、腰椎圧迫骨折と診断
安静加療のため1か月入院となった。
入院中はベッド上安静が続き、活動量の著しい低下がみられた。

• 2人暮らし
IADLの自立が

必要であった。



• 1か月の入院加療後であっても認知機能は十分維持されており、
IADLの改善には今後も認知機能を維持していくことが必須と考
えられた。

• 週1回のご利用であったため、活動量の確保、自主トレーニン
グ指導が必要と考え、認知症予防を目的としたコグニサイズプ
ログラムへの参加を勧めた。



◎コグニサイズプログラム





◎認知機能検査の結果

1回目 2回目（6か月後）

記憶力
（「ことば」を覚える能力） 4 5
注意力
（目標に意識を向ける能力） 3 3
実行力
（視点をうまく変える能力） 3 3
処理能力
（課題を素早く達成する能力） 5 5

NCGG-fat（NCGG-functional Assessment Tool）

認知機能は全項目で維持されている。



◎IADL評価の結果①

入院前 退院後 現在

バスや電車で1人で外出していますか。 はい いいえ はい

日用品の買い物をしていますか。 はい いいえ はい

預貯金の出し入れをしていますか。 はい いいえ はい

友人の家を訪ねていますか。 はい いいえ はい

家族や友人の相談にのっていますか。 はい いいえ はい

基本チェックリストの日常生活に関する項目

入院前はすべての家事を1人で行っていた。
退院後は、寝たきりに近い状態でADLに介助を要した。
現在は、1人で買い物など外出できるようになった。



◎ IADL評価の結果②

入院前 退院後 現在

電話を使用する能力 １ １ １

買い物 １ 0 １

食事の準備 １ 0 １

家事 １ 0 １

洗濯 １ 0 １

移送の形式 １ 0 １

自分の服薬管理 １ 1 １

財産取り扱い能力 １ 0 １

合計 ８点 2点 ８点

LawtonのIADL評価尺度

現在は、入院前とほぼ同様のレベルまで改善している。



◎考察

• コグニサイズプログラムに参加したことで、認知機能の維持、身体
機能の向上が図れた。

• これにより、IADLが向上し、介護度が要介護３から要支援１へと改
善につなげることができた。

• 要因：楽しくプログラムに参加できた。
認知機能が同程度の方とストレスなく実施できた。
ご自宅用の自主トレーニングを継続できた。
「友人と会いたい」という気持ちが意欲につながった。



◎まとめ

• コグニサイズプログラムに参加することで、認知機能の維持、身体
機能の向上が望めることが分かった。

• 認知機能が同レベルの方と一緒に行うことで、楽しくプログラムに
参加でき、意欲向上にもつながった。

• 意欲の向上は、自主トレーニングの継続にもつながり、高い効果を
だすことができた。

• 今後もコグニサイズを継続して、介護度が維持できるよう介入する。


